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国 民 年 金 保 険 料 の 納 付

いろいろな事情で、保険料の納付が困難な人のため、国民年金には免除制度などが設けられてい
ます。保険料を未納のままにしないよう、これらの制度をご利用ください。

困ったときには免除制度や
特例制度の活用を

各
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期

限
は
翌
月
末
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
万
一
の
事
故
の
と
き
な

ど
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
ば
か
り

◆
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

か
、
未
納
期
間
が
長
く
な
る
と
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
防
止
に
は
、

毎
月
自
動
的
に
納
付
が
で
き
る
「
口
座

振
替
」
や
、
１
年
分
や
半
年
分
な
ど
の

保
険
料
を
ま
と
め
て
一
度
に
納
め
る
と

割
引
の
あ
る
「
前
納
」
な
ど
の
方
法
が

パターン 老齢基礎年金を 老齢基礎年金額の 障害・遺族の年金を 後から保険料を
内容 請求するとき 計算では 請求するとき 納めるとき
全額免除制度 受給資格期間に入る 3分の1が算入 納付期間と同じ扱い 10年以内なら納められる

半額免除制度 受給資格期間に入る 3分の2が算入 納付期間と同じ扱い
残りの半額を

10年以内なら納められる
学生納付特例制度 受給資格期間に入る 算入されない 納付期間と同じ扱い 10年以内なら納められる
未　　納 受給資格期間に入らない 算入されない 受給資格期間に入らない 2年を過ぎると納められない

※半額免除制度は半額納めたことが前提となります。また、免除の承認を受けたときは、半額の保険料を２年以内に納め
てください。

便
利
で
す
。

平
成
14
年
度
の
保
険
料

月
額
は
１
３
、
３
０
０
円

で
す
。
納
め
忘
れ
の
期
間

の
あ
る
人
は
、
早
め
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
や
納
付
書
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先：

千
葉
社
会

保
険
事
務
局
佐
原
事
務

所
（
1
０
４
７
８
‐
55

‐
１
６
６
１
）

※
領
収
書
、
口
座
振
替
に

よ
る
領
収
済
通
知
書
は
税

務
申
告
な
ど
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

長
い
人
生
に
は
、
事
故

◆
保
険
料
の

免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

未納のままにすると

や
病
気
な
ど
で
働
け
ず
、
収
入
が
な
い

た
め
に
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
と
き
の
た
め
に
国
民
年
金

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。こ

の
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全

額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、

保
険
料
の
半
分
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
残
り
の
半
分
が
免
除
さ
れ
る
「
半
額

免
除
」
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
一

定
の
基
準
に
該
当
し
た
場
合
に
認
め
ら

れ
ま
す
。

免
除
の
承
認
を
受
け
る
た
め
に
は
保

険
年
金
課
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で

す
。申

請
し
て
該
当
し
た
場
合
に
は
、
申

請
の
前
月
分
か
ら
承
認
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
保
険
料
の
未
納
期
間
と
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
と
き
に
は
、
納
め
た
場
合
の
３
分
の

１
（
全
額
免
除
）
ま
た
は
３
分
の
２

（
半
額
免
除
）
の
年
金
額
と
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
学
生
の
人
に
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全

額
・
半
額
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
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無料体験エステの広告を見
て、店でそう身エステのサー

ビスを受けました。その後、勧めら
れるままにそう身と美顔のエステコ
ースのチケット20回ずつと関連化粧
品など、合計80万円を分割払いでク
レジット契約しました。
そう身と美顔のエステコースは数
回受けましたが、サービス内容や接
客態度が不満です。解約したいので
すが、どうしたらよいですか。

美しくなりたい、やせたいな
どとエステティックサービス

を利用する人が増えています。エス
テは、実際にやってみないと分から

Q

Q & A
消 費 生 活 相 談

※くわしくは消費生活センター
（123-1161）へ。

ないことからトラブルが生じやすい
ため、特定商取引法により次のよう
な規制があります。契約期間が１カ
月以上で５万円以上のエステ契約は
・業者は契約書面を交付する
・契約書を受け取ってから８日間は
クーリングオフできる
・中途解約をする場合、違約金の上
限は２万円
中途解約をしたい場合は、契約先
に書面で解約を申し出ましょう。
ただし、中途解約をすると、①今
までに利用したサービス代金、②違
約金、③開封した化粧品や健康食品
などの使用料が請求されます。一括
で支払って解約となり、信販会社へ

の支払い義務は無くなります。
エステティックサービスを受け、
体に異常が起き被害が出た場合は、
すぐに中止し、医師の診断を受けま
しょう。A

国
民
年
金
に
は
、
日
本
に
住
む
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生

は
収
入
が
な
い
た
め
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

手
続
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
在
学
中
の

保
険
料
納
付
を
猶
予
し
、
卒
業
し
て
か

ら
後
払
い（
追
納
）で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す（「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

い
い
ま
す
）。

◆
学
生
で
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

手
続
き
を
し
て
認
め
ら
れ
た
期
間
は

未
納
期
間
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
も

し
も
在
学
中
に
障
害
者
に
な
っ
た
場
合

で
も
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
の
で
安
心
で
す
。

手
続
き
は
保
険
年
金
課
窓
口
で
す

（
手
続
き
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
）。

★
対
象
と
な
る
人

前
年
所
得
が
68
万
円
以
下
の
、
大
学

（
院
）
・
短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
に
在
学
の
人
（
夜
間
部
・
定
時

制
・
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対
象
）。

※
日
本
の
学
校
に
限
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課
（
1
20

‐
１
５
２
６
）
へ
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
法
律
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
学

校
が
あ
り
ま
す
。
個
別

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

全
額
・
半
額
免
除
に
つ

い
て
は
、
年
金
手
帳
、
転

入
者
は
所
得
お
よ
び
控
除

額
を
証
明
で
き
る
書
類
、

印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る

場
合
は
不
要
）。

学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
行
う
場
合
は
、
年
金
手

帳
、
学
生
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
書
類
、
印
鑑

（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
）。

◆
申
請
に

必
要
な
も
の

免
除
を
受
け
た
期
間
お
よ
び
特
例
を

受
け
た
期
間
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き

ま
す
。
納
付
し
な
い
場
合
は
将
来
の
年

金
額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

は
社
会
保
険
事
務
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
以
上
過

ぎ
た
期
間
の
保
険
料
は
一
定
の
加
算
額

が
付
き
ま
す
。

全
額
・
半
額
免
除
の
申
請
は
、
前
年

の
所
得
を
確
認
す
る
の
で
毎
年
度
必
要

と
な
り
ま
す
。
平
成
14
年
度
の
保
険
料

免
除
承
認
期
間
は
、
全
額
・
半
額
免
除

と
も
平
成
15
年
６
月
ま
で
の
期
間
と
な

り
、
以
降
に
つ
い
て
は
７
月
か
ら
翌
年

の
６
月
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
毎
年
７
月
か
ら
と
な
り
ま

す
。な

お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
従
前
ど
お
り
（
４
月
か
ら
翌
年
の
３

月
ま
で
）
で
す
。

◆
免
除
期
間
が

変
わ
り
ま
す

◆
後
払
い（
追
納
）は
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※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課
（
1
20

‐
１
５
３
２
）
へ
。

所
有
者
は

し
っ
か
り
と
管
理
を

空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て

受
け
付
け
は
３
月
９
日
か
ら
市
役
所
で

市
営
駐
輪
場
の
利
用
登
録

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る

人
は
説
明
会
へ

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
や
京
成
成
田

駅
周
辺
に
あ
る
、
登
録
制
駐
輪
場
４
施

設
の
利
用
登
録
受
け
付
け
を
３
月
９
日

（
日
）か
ら
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
以
外
の
人
の
利
用
登
録

の
申
し
込
み
は
、
３
月
17
日（
月
）か
ら

受
け
付
け
し
ま
す
。

●
日
時
と
場
所
＝
下
表
の
と
お
り

●
利
用
車
両
＝
自
転
車
、
原
動
機
付
自

転
車（
50
cc
以
下
）

●
登
録
手
数
料
＝
下
表
の
と
お
り

●
登
録
に
必
要
な
も
の

①
利
用
者
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

○
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

○
母
子
家
庭
の
母
親
で
、
現
在
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
人
。

ま
た
は
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
18
歳
未
満
の
人

※
く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
1
22
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
５
２
）

へ
。

が
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
）

②
登
録
手
数
料

③
自
転
車
の
車
体
番
号
と
色
を
控
え
た

も
の

④
原
動
機
付
自
転
車
（
50
cc
以
下
）
の

ナ
ン
バ
ー
と
色
を
控
え
た
も
の

●
登
録
手
数
料
の

免
除
＝
次
に
該

当
す
る
人
は
登

録
手
数
料
が
免

除
と
な
り
ま
す

の
で
、
証
明
で

空
き
地
に
雑
草
を
伸
び
放
題
に
し
て

お
く
と
、
ご
み
の
捨
て
場
所
と
さ
れ
た

り
、
害
虫
の
発
生
原
因
と
な
り
、
周
囲

に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

◆

暮

ら

し
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知

ら

せ

４
月
27
日（
日
）に
成
田
市
長
・
成
田

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予

定
し
て
い
る
人
を
対
象
に
、「
立
候
補

予
定
者
説
明
会
」
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人
は
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
３
月
13
日（
木
）
午
後
１
時

30
分
か
ら

●
会
場
＝
市
役
所
６
階
大
会
議
室

●
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具

●
対
象
＝
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理

人
（
１
候
補
者
に
つ
き
２
人
以
内
）

期　　日 時　　間 会　　場 対象者

3月9日（日）
午前9時～正午 市役所1階
午後1時～3時 ロビー

市　民
3月10日（月）～14日（金）

午前9時～正午　市役所2階
午後1時～5時 202会議室

3月17日（月）～4月8日（火） 市役所2階
（土・日曜日、祝日を除く） 午前9時～正午 202会議室 市民および
4月9日（水）以降 午後1時～5時 市役所2階 市民以外の人
（土・日曜日、祝日を除く） 市民生活課

市民 市民以外
一般 高校生以下 一般 高校生以下

自転車 3,000円 1,500円 6,000円 3,000円
原動機付自転車

5,000円 2,500円 10,000円 5,000円
（50cc以下）

登録手数料（年間1台につき）

登録会場

JR成田駅 

京成成田駅 

市役所 

国道51号 

JR成田駅西口駐輪場 

JR成田駅東口駐輪場 

京成成田駅前駐輪場 

栗山駐輪場 

ま
た
、
交
通
の
支
障
や
、
火
災
の
原

因
と
な
り
、
思
わ
ぬ
被
害
を
及
ぼ
し
か

ね
ま
せ
ん
。

空
き
地
の
所
有
者
は
、
周
囲
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め
に
草
刈
り
を

す
る
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
土
地
管

理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
草
刈
り
機
を
無
料
（
刈
り

刃
と
燃
料
は
使
用
者
負
担
）
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

種類

受
水
槽
の
設
置
者
は

水
道
の
適
切
な
管
理
を

受
水
槽
の
管
理
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
、

水
道
水
を
受
水
槽
に
い
っ
た
ん
貯
め

て
、
建
物
の
利
用
者
に
飲
み
水
と
し
て

供
給
す
る
施
設
の
設
備
や
水
質
の
管
理

は
、
建
物
を
所
有
す
る
人
や
管
理
す
る

人
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
水
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
受
水
槽
の
清
掃
や
点
検
な
ど
、

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
市
水
道
部
業
務
課

（
1
22
‐
０
２
６
９
）
へ
。

※くわしくは市民生活課（120-1527）へ。
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相 談 日
◆市民相談所（120-1507）
市民（行政）相談
月～金曜日　8時30分～5時
市民生活相談（家事・民事）
月・木曜日　9時～4時
法律相談（予約制）
水曜日　1時～4時
（裁判所で係争中の事件は除く）
人権・行政合同相談
20日（木）10時～3時
不動産相談 18日（火）10時～正午
税務相談 18日（火）10時～3時
外国人相談
13日（木）・27日（木）1時～4時
（英語･中国語･スペイン語･ポルトガル語）
もめごと・しんぱいごと・なやみごと相談
25日（火）9時～4時
市民よろず相談 15日（土）1時～4時
（市民よろず相談のみ会場は美郷台地区会館サークル室）

◆商工観光課（電話は各相談室へ）
女性就業相談 水・金曜日 10時～4時
（122-1111･内線2724市役所2階相談室）
来所前に必ず電話してください。
高齢者職業相談 月～金曜日 9時～4時
（122-1111・内線2725市役所2階相談室）
住宅相談 13日（木）10時～正午
（住宅の電気に関する相談も含む）
（122-2101・成田商工会議所）

◆パートサテライト（商工会館1階・122-8281）
パートタイマー職業相談
月～金曜日 9時～4時

◆消費生活センター（123-1161）
消費生活相談 月～金曜日 10時～4時

◆保険年金課（120-1526）
年金相談 水曜日　10時～3時

◆市民生活課（120-1527）
交通事故相談 4日（火）10時～3時

◆社会福祉協議会（保健福祉館・127-7755）
心配ごと相談 木曜日 10時～3時
酒害相談　6日（木）・20日（木）9時～正午

◆高齢者福祉課（120-1537）
介護相談 13日（木）2時～4時
場所　在宅介護支援センター玲光苑
（124-2251）

◆児童家庭課（120-1538）
家庭児童相談 月～金曜日 9時～4時

◆厚生課（120-1536）
戦没者遺族相談 24日（月）10時～3時

◆開発協会（市体育館・126-7251）
健康体力相談 火曜日　9時～正午

◆教育指導課（120-1582）
就学相談（予約制）月・火・木曜日 9時～5時

◆教育センター（市立図書館2階・120-6336）
教育相談（予約制）火曜日 9時～4時

◆教育相談室（128-3234）
（ニュータウンセンタービル6階）
教育相談 月～金曜日 10時～5時
（不登校相談も）

３
月
17
日
ま
で
に
手
続
き
を

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
を
次
の
と
お
り
３
月
17
日
（
月
）

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
間
際
に
な
る

と
会
場
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限
＝
３
月
17
日（
月
）

●
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
５
時（
公
民
館
で
の
受
け

付
け
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
）。

※
午
前
中
の
受
け
付
け
は
、
混
雑
状
況

に
よ
っ
て
正
午
前
に
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
会
場

〇
市
・
県
民
税
の
申
告
…
市
役
所
６
階

中
会
議
室
お
よ
び
上
表
の
申
告
会
場

〇
所
得
税
の
確
定
申
告
…
市
役
所
６
階

中
会
議
室
、
成
田
税
務
署
お
よ
び
上

表
の
申
告
会
場
。
た
だ
し
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
税
務
署
で
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
▽
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
が
５
０
０

万
円
以
上
の
人

▽
青
色
申
告
を
す
る
人

縦
覧
の
時
期
が

４
月
１
日
か
ら
に

固
定
資
産
の
縦
覧
期
間
の
変
更

※
く
わ
し
く
は
税
務
課
（
1
20
‐
１

５
１
３
）
ま
た
は
成
田
税
務
署

（
1
28
‐
５
１
５
１
）
へ
。

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
15

年
度
か
ら
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間
が
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
に
変
更
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
内
容
が
、
い
ま
ま
で
の
「
固

定
資
産
課
税
台
帳
」
の
縦
覧
に
代
わ
り
、

新
た
に
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
お

よ
び
「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦

覧
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課
（
1
20
‐

１
５
１
４
）
へ
。

受付日 会 場 受付時間

3月4日（火） 公津公民館

3月5日（水） 豊住公民館

3月6日（木） 久住公民館

3月7日（金） 遠山公民館

申告会場

午前9時～正午

午後1時～4時

市
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と

偽
っ
た
セ
ー
ル
ス
に
注
意

排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃

最
近
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
清

掃
・
点
検
な
ど
で
、
市
役
所
か
ら
紹
介

さ
れ
た
よ
う
な
言
葉
で
、
各
家
庭
を
訪

問
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

市
で
は
、
排
水
設
備
の
点
検
や
清
掃

に
つ
い
て
、
業
者
の
紹
介
や
あ
っ
せ
ん

を
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
た
業
者

は
、
必
ず
成
田
市
発
行
の
身
分
証
明
書

を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
訪
問
セ
ー
ル
ス

な
ど
の
業
者
で
不
審
に
感
じ
た
ら
下
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
（
1
20
‐
１
５

５
３
）
へ
。


